
精華町の中学校給食実施等に向けたこれまでの検討経過 

平成 23年度： 食生活に関するアンケート調査の実施  
小中学生の食生活や学校給食の実態、中学校の昼食についての考え方を把握することを目的とし

て実施した。 

【対象】児童生徒：小学校全学年・中学校全学年 

保護者：小学校高学年（小４～６年生）・中学校全学年 

【調査項目】 

就寝時間・起床時間・朝食の状況・小学校給食について・中学校の昼食のあり方について 

平成 24年度：子どもの食のあり方懇談会報告書  
精華町立小中学校における食育・学校給食を始め、当面する食に関する課題に関し、幅広く意見

を求めその推進方法等の方策を検討するため、精華町子どもの食のあり方懇談会を設置し、平成

24年度に 5回の懇談会を開催し、報告書をとりまとめた。 

 

【報告書の一部抜粋】 

○ 給食を中心とした小学校の食育の取組は充実しており、これらの取組は小学校だけでなく、中

学校を含めた９年間の取組として推進していくことが大切である。 

○ 現実的な方式としてセンター方式が最適である。 

○ 町の財政状況も踏まえ、行政が責任をもって最終的な方向性を出し、精華町にふさわしい、精

華町らしい中学校給食の実現を望む。 

○ 中学校給食を実施する上において、一つには中学校での課題整理、二つ目には精華町の食育の

推進方策、三つ目には地域・家庭での食育の取組と啓発についてさらに議論を深める必要があ

る。 

平成 24年度：精華町立中学校における学校給食の実施に関する基本的事項 
【内容】 

１． 中学校給食の実施方式センター方式により３中学校同時に実施する。 

２． 設置場所３中学校の施設の現状から、現在改築に向け設計を進めている精華中学校の敷地（現

校舎跡地）を利用して給食センターを設置する。 

３． 実施時期精華中学校校舎改築工事の完成後、小中学校への空調設備設置時期との調整を図り

ながら進める。 

平成 28年度：精華町学校給食基本構想策定に向けた住民アンケート調査 
学校給食や食育に関して、住民の方の意見を把握することを目的として実施した。 

【対象】18歳以上の精華町在住の方 2,000人 

【調査項目】 

学校給食の充実のために取り組むべきこと・学校給食を通じた食育として望むこと・精華町の資

源を活用した学校給食のあり方・民間委託について 
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